
国連の新しい目標
世界は今、気候変動、生物多様性の喪失、貧困、紛争など様々な問題を

抱えています。これらの問題を解決するため、国連の加盟国は2015年

ニューヨークの国連本部で「持続可能な開発目標（SDGs）」に合意しま

した。SDGsは、2030年までにより良い世界を築くための目標で17の

ゴールが設定されています。この世界の大きな目標を達成するために

は、国や地域社会、企業や専門家などすべての人が分野を越えて協力

する必要があります。

 
国連大学について
国連大学は、目標の達成に向け日々様々な研究活動や能力開発活動を

行っています。日本に本部が置かれている唯一の国連機関である国連

大学の東京の本部のほかに、世界１２か国に研究所や研究プログラム

が存在し、国際機関や研究者のネットワークと協力し、社会的・経済的・

環境的側面から問題の独創的な解決策を生み出そうとしています。

17目標への取組
国連大学サステイナビリティ高等研究所が行う、農業多様性とサステイ

ナビリティに関する研究では、農業者が多様な自然環境や社会条件を農

業生産に活かしている農業システムの研究を行い、アジアを中心に世界

農業遺産の発展に貢献しています。世界農業遺産は、国連食糧農業機関

が2002年に開始した仕組みで、地域の多様な自然資源に適応し、地元

の知識と経験に基づき何世代にも渡って維持されてきた各地域の独創

的な農文化的システム全体を認定し、その保全と持続的な活用を図るも

のです。2016年現在、15か国36地域が認定され、日本国内でも8地域

が認定されています。国連大学は日本で初めて世界農業遺産に認定さ

れた「能登の里山里海」がある石川県にも「いしかわ・かなざわオペレー

ティングユニット」として研究拠点を置いています。この拠点では、国際的

にも高く評価され保全が望まれる石川の豊かな自然と文化を次世代に

手渡してゆくため、「能登の里山里海」の価値を高めるための活動のほ

か、地域に根ざした研究や活動を柱としています。そしてその成果を持

続可能な社会づくりにつながる日本の地方モデルとして、国際社会に発

信し、地域からの国際的な課題解決に取り組んでいます。これらの活動

を通じて、SDGsの11「住み続けられるまちづくり」、14「海の豊かさを守

ろう」、15「陸の豊かさも守ろう」、17「パートナーシップで目標を達成し

よう」に貢献しています。

国連大学サステイナビリティ高等研究所はこのような活動の実績を

活かし、今後も持続可能な未来の構築に向け、研究・政策立案・能力

開発に関する活動をさらに進展させ、SDGsの達成に貢献できるよう

全力を尽くします。

ワシントン条約とは？
　「○○空港で、密輸の象牙を押収」といったニュースを聞いたことがあ

りませんか？ゾウの牙は、工芸品の原料や富の象徴として高値で取引

されます。象牙をとるためにたくさんのゾウが殺され、多くの国で絶滅の

危機にひんすることとなりました。

　ワシントン条約（英語での略称は「CITES」）は、こうした問題を防ぐ

ために、人間の利用によって大きな影響を受けている野生生物を対象

に、その国際取引を規制する条約です。

トラフィックの活動
　現在、ワシントン条約で規制されている生きものは、動物が約5,600

種、植物が約30,000種。しかし、こうした生きものが密猟・密輸される

事件も起きています。そこでWWF（世界自然保護基金）は、IUCN（国際

自然保護連合）と共同で「トラフィック」という機関を設立。野生生物の

取引の状況を常にモニタリング

し、過剰な取引から野生生物を

守るための活動をしています。

さまざまな動物が議題に
　2016年は、2～3年おきに開催される「ワシントン条約締約国会議」

の年にあたることから、WWFの特別研修では、トラフィックのスタッフ

が、会議でどのようなことが話し合われるかを中心にレクチャーを

おこないました。

　アフリカゾウやライオン、サメやエイ、そしてセンザンコウという

聞き慣れない生きものまで、さまざまな動物が議題にあがっている

ことが解説されました。

「遠い世界の話」ではない
　ペット用に売られている爬虫類や鳥類、観賞魚の中にも、ワシントン

条約の対象種がいます。また、「蒲焼き」が人気のウナギも、個体数の

減少や違法取引が問題になっています。私たちの暮らしにとって、ワシ

ントン条約は決して「遠い世界の話」ではないのです。

　野生生物を、絶滅させることなく利用していくための解決策の一つ

として、ワシントン条約への関心が高まることを、ＷＷＦとトラフィック

は願っています。

世界と協力して人類の共通の課題の解決に取り組む

2016年は、「第17回ワシントン条約締約国会議」が開催される年です。
私たちの暮らしにも、実は関係の深いこの条約をテーマに、ＷＷＦジャパンが特別研修を主催、
早稲田大学高等学院の皆さんが参加しました。

今年は「ワシントン条約締約国会議」の年！

国連大学サステイナビリティ高等研究所

ユース環境研修 ① ユース環境研修 ②

WWFの活動をぜひご支援ください
WWFは100カ国以上で活動する地球環境保全団体です。
その活動はすべて皆さまからのご寄付や募金で成り立っています。
ぜひ世界の自然保護に力を貸してください。

今回、背景と現実を知り、事態は
想像以上に厳しく、ショックでし
た。自分の出来ることを行動して
いきたいです。

土屋大輔さん（3年）

ＷＷＦジャパン
（世界自然保護基金）

早稲田大学高等学院　
環境プロジェクト

世界中の動物事情について学びま
した。最も印象的だったのは、日本
人の生活や日本の生態系について
も大きな影響があることです。

室井利彦さん（3年）
ワシントン条約において規制され
ている種には、ウナギや虎などと
いった我々の極めて身近な生物も
含まれていたことが衝撃的だった。

今村友燿さん（3年）

希少種であることで価格が上がり、富
裕層が自分の財力を示すために購入
するという「負の連鎖」を断ち切るた
めの条約がCITESなのだと思った。

大野拓実さん（2年）
行きすぎた商業取引によって野
生生物を絶滅させない。かけがえ
のない生物を守る意義を考えさ
せられました。

小野谷拓真さん（2年）
野生生物の個体数など、知らない
ことが多くあることに気づかされ
ました。今後、気にしていきたい
です。

安藤宝仁さん（1年）

◯Meg Gawler / WWFcセンザンコウ

国連大学本部ビル（東京・渋谷）

WWF・TRAFFIC スタッフと記念撮影をする
早稲田大学高等学院　環境プロジェクトのみなさん　

（環境活動に取り組む有志グループ）

早稲田大学高等学院
環境プロジェクト
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